
板橋区コミュニティ・スクールに係る
アンケート調査《ＣＳ委員回答用》

まとめ

1

令和５年度



Ｑ１ 会議の開催時間や開催時期・開催数は適切であったと思いますか。

2

約８９％の委員が会議の
開催時期・開催数は適切で
あったと回答した。
思わないとする回答の中

には、ＣＳ委員会が本来の
役割を果たすためには、会
議の回数や時間数が足りな
いとする意見がみられた。

令和４年度

令和５年度

92%

8%

89%

11%

思う 思わない



Ｑ２ 熟議のテーマ設定は適切であったと思いますか。

3

熟議のテーマが適切で
あったと思う委員は、約９
５％であった。
思わないとする回答の理

由として、「１年間を通し
てテーマを決めた方が有意
義な熟議になる」「事前に
メール等でテーマを示して
ほしい」との意見がみられ
た。

令和４年度

令和５年度

96%

4%

95%

5%

思う 思わない



Ｑ３ ＣＳ委員会の開催方法として、書面開催及びＷＥＢ開催は必要だと思いますか。

4

書面開催及びＷＥＢ開催
が必要だと思う委員は、約
７２％であった。
状況によっては必要であ

るが、より深い熟議を行う
ためには、顔を合わせて会
議を行うことが理想である
との意見が多くみられた。

令和４年度

令和５年度

42%

26%

11%

21%

32%

27%

13%

28%

両方必要

書面開催は必要

ＷＥＢ開催は必要

どちらも必要ではない



Ｑ４ 地域とともにある学校を実現するにあたり、最も必要だと思う要素を
１つ選択してください。

5

①及び②について、最も
必要だとする回答が多かっ
た。
意識の醸成や目標を共有

できる熟議の在り方につい
ては当面の課題と考えられ
る。

①地域との連携・協働が不可欠だとする学校・教職員の意識 ④地域人材の学校経営への参画
②学校と地域が目標・ビジョンを共有するための熟議の実施 ⑤地域への学校施設開放
③地域の特色を生かした教育活動の展開 ⑥その他

令和４年度

令和５年度

39%

29%

15%

9%

5% 2%

41%

29%

15%

7%

5% 3%

①

②

③

④

⑤

⑥



Ｑ５ 学校の仕組みのうち、理解しているものを全て選択してください。

6

①～③については、
多くの委員が理解して
いた。一方で④・⑤に
ついては、理解してい
る委員は少数である。
委員が学校の仕組み

を知ることが重要であ
るという意見も多くみ
られた。

①教職員の勤務時間 ④教育課程の編成の仕組み
②教職員の職層の仕組み（校長・副校長・主幹教諭など） ⑤教職員の異動の仕組み（異動対象者、任命権者など）
③学校で働いている教職員の種別（教員、事務職員など）

令和４年度

令和５年度
63%

72% 75%

26% 25%
67%

78%
71%

25% 26%
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Ｑ６ 学校支援地域本部がどのような活動を行っているのか分かりますか。

7

ｉＣＳの両輪である学校
支援地域本部について、約
５３％の委員が分かると回
答しているが、委員の中に
は地域コーディネーターを
含むため、実際の認知度は
もう少し低いと推測され
る。

令和４年度

令和５年度

57%
13%

30%

53%

15%

32%

分かる

分からない

どの活動が該当するのか分からない



Ｑ７ １年間ＣＳ委員として活動してみて、ＣＳ委員会について課題と感じていることは
ありますか。

8

約４５％の委員がＣＳ
委員会に課題があると回
答した。

【主な意見】

■委員としての影響力、
権限がわからない
■活動の成果が見えない
■運営が学校任せになっ
ている など

令和４年度

令和５年度

47%

53%

45%

55%

ある ない



Ｑ８ 委員の任期に更新限度を設定した方がいいと思いますか。

9

約４１％の委員が、任期
に更新限度を設定した方が
いいと回答した。

２年～５年程度の回答が
多く寄せられた。

令和４年度

令和５年度

41%

59%

思う 思わない

設問なし



Ｑ９ 委員長の任期についても定めた方がいいと思いますか。

10

約３５％の委員が、委員
長の任期について定めた方
がいいと回答した。

委員の任期と同じく、２
年～５年程度との回答が多
く寄せられた。

令和４年度

令和５年度

35%

65%

思う 思わない

設問なし



Ｑ10 ＣＳ委員会や学校支援地域本部に関して、学校や教育委員会に対する要望・意見等が
ある場合にはご記入ください。

11

意 見 回 答

ｉＣＳの活動をよりよく継続させるために教育委
員会には、適宜サポート体制を充実させてほし
い。

ＣＳ委員会や学校支援地域本部事業等に積極的に
赴き、各学校や委員、地域コーディネーターとコ
ミュニケーションを図りながら、理解に努める。
委員のＣＳ委員会や学校についての理解を深める
ため、研修会や情報交換会等を開催していく。

ＣＳ委員会の役割がつかみきれない。学校の仕組
みについて学ぶ機会が欲しい。

他校のＣＳ委員会の様子や資料を見て、参考にし
たい。

ｉＣＳレターの定期的な発行や、ｉＣＳフォー
ラム等の開催を行い、情報共有等を充実させてい
くよう努める。学校やＣＳ委員からも、学校だよ
りやｉＣＳだより等を通じて、周知・啓発を行っ
ていただきたい。
教職員や保護者をゲストやオブザーバーとして
参加できる回を設けるなど各委員会で検討してい
ただくのも方策の一つと考える。

ＣＳ委員会や学校支援地域本部の活動を保護者や
地域の方に知ってもらえると、学校や委員も活動
がしやすくなる。

主な意見の内容とそれに対する回答


